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[目的]

人工呼吸中の気道内圧と流量と人工鼻の気道抵抗を

経時的に測定した。人工呼吸中の加温と加湿性能も同

時に測定し、人工鼻の抵抗増加と安全性を検討した。

[対象]

救命救急センターで5日以上、人工呼吸管理をしてい

る患者6名。Dar社製 Hygrobac-S(24時間使用)とPall

社製 BBlOO(48時間使用)の抵抗変化を計測し、モデル

肺でも同様に 2社の人工鼻を使用した。

I方法]

人工呼吸管理中の患者で経時的にコズモ8100にて気

道内圧-流量を測定し、キーエンスの差圧計にて人工

鼻の抵抗を測定した。 24・48時間後の人工鼻の気道抵

抗をフローアナライザ PF-3000で測定した。モデル肺

は、人工呼吸器に接続し加温加湿器を用いて加湿によ

る人口鼻の抵抗変化を求めた。室温25"Cの環境でモデ

ル肺の温度環境を37"Cに、人工鼻の口元の温度を 32-

35 "cとし、人工鼻の抵抗変化を測定した。

[結果]
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抵抗最大値

Hygrobac-s BB100 

OHr 4.9/44.9 4.2.173.7 

24Hr 12.7/48.5 3.9162.4 

40Hr 18.5/22.5 4.7135.0 

48Hr 3.9/82.4 

[考察 ・結語]

人工鼻の抵抗は経時的に増加し急激に起こることも

ある。 しかし抵抗変化は人工呼吸器のモニターからは

予測不可能である。特に Dar社製 Hygrobac-Sはメーカ

指定の24時間を超過して交換しない場合、予想外に抵

抗が上がり、国際基準値を上回ることがあった。この

際人工呼吸器のモニターだ、はアラームを発することは

なかった。今のところ経時的に人工鼻の抵抗値を示し、

一定以上の抵抗の上昇を警戒するモニターは存在しな

いため、人工鼻は少しでも抵抗が増加していると恩わ

れたら直ぐに交換すべきである。特にDar社製 Hygrobac-

sは必ず、製造元でも指定している 24時間以内の交換
が必要である。Pall社製 BBIOOは製造元指定の48時間

では抵抗値が国際基準値を上回ることはなかったため、

48時間の使用は可能だと恩われる。また人工鼻の重量

増加と抵抗は相関せず、重量から抵抗を予想すること

も出来なかった。


